協　議　申　込　書

                                             　　　　　　　年　　月　　日
  （宛先）秋田市長

                                   法 人 名

                                  　　　　　　　　　　　　　　

                                   代表者名　         　　　　　         


（担当者氏名：　　　　　　　　　　）
（連絡先：　　　　　　　　　　　　）

令和８年度児童福祉施設等整備について、次のとおり申込みします。

	１ 施設区分
	　□　保育所
　□　認定こども園
（　□幼保連携型　□幼稚園型　□保育所型　）

	２ 整備区分
※1
※2
	□ 大規模修繕
· 増築
· 増改築
□ 改築
	□木造（建築年月：　　年　　月）
　　老朽度調査の結果：　　　　　点

□ブロック造り又は鉄骨造り（建築年月：　　年　　月）
建設からの経過年数：　　年（令和８年度における）　
［　又は、現存率：　　％　］
□鉄筋コンクリート造り（建築年月：　　年　　月）
建設からの経過年数：　　年（令和８年度における）　
［　又は、現存率：　　％　］
いずれの場合も、記載事項を確認できる書類※3を添付してください。

	３ 認可定員
	　１　　号　　　　　　　　　　人　　→　　　人
２・３号　０　歳　児　　　　人　　→　　　人

　　　　　１・２歳児　　　　人　　→　　　人

　　　　　３歳以上児　　　　人　　→　　　人

	４ 整備予定地
	秋田市

（　□　市街化区域　　□　市街化調整区域　　□　その他　）
整備予定地の位置がわかる図面（住宅地図の写し等）を添付してください。


※1
大規模修繕：既存施設の躯体（建物の基礎や耐震壁、柱、屋根などの建築基準法施行令に規定する「構造耐力上主要な部分」のこと。）を再利用し内部改修をすること

増　　築：既存施設の現在定員の増員を図るための整備をすること

増 改 築：既存施設の現在定員の増員を図るための増築整備をするとともに既存施設の改築整備（一部改築を含む。）をすること

改　　築：既存施設の現在定員の増員を行わないで改築整備（一部改築を含む。）をすること

※2
　建設からの経過年数：施設が建設された年度から起算した、当該施設の令和８年度における経過期間
　　　　　　　　　　（例）令和２年度（令和２年４月～令和３年３月）に建設の建物の場合、令和８年度における経過年数は、７年
※3
　記載事項の確認書類
○建築年月の確認書類：
　（例）建物の全部事項証明書（写し可）

　○老朽度調査の結果又は現存率の確認書類（必要となる場合）：
令和５年８月22日付けこ成事第431号こども家庭庁成育局長通知「老朽民間児童福祉施設等の整備について」で示される調査表（様式第２号別紙１又は様式第２号別紙２）
